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寒 川町 行政 手続条 例新 旧対 照表  

現 行  改 正案  

目 次  目 次  

第 1章～第 3章  (略 ) 第 1章～第 3章  (略 ) 

第 4章  行 政指 導 (第 29条 ―第 35条 ) 
第 4章  行 政指 導 (第 29条 ―第 35条 ) 

第 4章の 2 処分等 の求 め (第 35条の 2) 

第 5章～第 6章  (略 ) 第 5章～第 6章  (略 ) 

附 則  附 則  

(目 的等 ) (目 的等 ) 

第 1条  こ の条 例は 、行 政手 続法 (平 成 5年

法 律 第 88号 。 以 下 「 法 」 と い う 。 )第 38

条 の規 定の 趣旨に のつ とり 、処 分 、行政

指 導及 び届 出に関 する 手続 に関 し、共通

す る事 項を 定める こと によ つて、町の行

政 運 営 に お け る 公 正 の 確 保 と 透 明 性 (行

政 上の 意思 決定に つい て、そ の内 容及び

過 程 が 町 民 に と つ て 明 ら か で あ る こ と

を い う 。 )の 向 上 を 図 り 、 も つ て 町 民 の

権 利 利 益 の 保 護 に 資 す る こ と を 目 的 と

す る。  

第 1条  こ の条 例は 、行 政手 続法 (平 成 5年

法 律 第 88号 。 以 下 「 法 」 と い う 。 )第 46

条 の規 定の 趣旨に のつ とり 、処 分 、行政

指 導及 び届 出に関 する 手続 に関 し、共通

す る事 項を 定める こと によ つて、町の行

政 運 営 に お け る 公 正 の 確 保 と 透 明 性 (行

政 上の 意思 決定に つい て、そ の内 容及び

過 程 が 町 民 に と つ て 明 ら か で あ る こ と

を い う 。 )の 向 上 を 図 り 、 も つ て 町 民 の

権 利 利 益 の 保 護 に 資 す る こ と を 目 的 と

す る。  

2 （略）  2 （略）  

(定 義 ) (定 義 ) 

第 2条  こ の条 例に おい て、次の 各号 に掲

げ る用 語の 意義は、当該 各号 に定 めると

こ ろに よる 。  

第 2条  こ の条 例に おい て、次の 各号 に掲

げ る用 語の 意義は、当該 各号 に定 めると

こ ろに よる 。  

(1)～ (6) （ 略）  (1)～ (6) （ 略）  

(7) 不 利 益 処 分  町 長 等 が 、 条 例 等 に

基 づき 、特 定の者 を 名 あて 人 と して、

直 接に 、こ れに 義務を 課し 、又 はそ の

権 利を 制限 する処 分を いう 。た だし、

次 のい ずれ かに該 当す るも のを 除く。 

(7) 不 利 益 処 分  町 長 等 が 、 条 例 等 に

基 づき 、特 定の者 を 名 宛人   と して、

直 接に 、こ れに 義務を 課し 、又 はそ の

権 利を 制限 する処 分を いう 。た だし、

次 のい ずれ かに該 当す るも のを 除く。 

ア  事 実 上 の 行 為 及 び 事 実 上 の 行 為

を す る に 当 た り そ の 範 囲 、 時 期 等 を

明 ら か に す る た め に 条 例 等 に お い て

必 要と され ている 手続 とし ての 処分  

ア  事 実 上 の 行 為 及 び 事 実 上 の 行 為

を す る に 当 た り そ の 範 囲 、 時 期 等 を

明 ら か に す る た め に 条 例 等 に お い て

必 要と され ている 手続 とし ての 処分  

イ  申 請 に よ り 求 め ら れ た 許 認 可 等

を 拒 否 す る 処 分 そ の 他 申 請 に 基 づ き

当 該 申 請 を し た 者 を 名 あ て 人 と し て

さ れる 処分  

イ  申 請 に よ り 求 め ら れ た 許 認 可 等

を 拒 否 す る 処 分 そ の 他 申 請 に 基 づ き

当 該 申 請 を し た 者 を 名 宛 人   と し て

さ れる 処分  

ウ  名 あ て 人 と な る べ き 者 の 同 意 の ウ  名 宛 人   と な る べ き 者 の 同 意 の
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下 にす るこ ととさ れて いる 処分  下 にす るこ ととさ れて いる 処分  

エ  許 認 可 等 の 効 力 を 失 わ せ る 処 分

で あ つ て 、 当 該 許 認 可 等 の 基 礎 と な

つ た 事 実 が 消 滅 し た 旨 の 届 出 が あ つ

た こと を理 由とし てさ れる もの  

エ  許 認 可 等 の 効 力 を 失 わ せ る 処 分

で あ つ て 、 当 該 許 認 可 等 の 基 礎 と な

つ た 事 実 が 消 滅 し た 旨 の 届 出 が あ つ

た こと を理 由とし てさ れる もの  

(8)・ (9) （ 略）  (8)・ (9) （ 略）  

2 （略）  2 （略）  

(適 用除外 ) (適 用除外 ) 

第 3条  次 に 掲 げ る 処 分 及 び 行 政 指 導 に

つ いて は、次 章から 第 4章    まで の規定

は 、適 用し ない。  

第 3条  次 に 掲 げ る 処 分 及 び 行 政 指 導 に

つ いて は、次 章から 第 4章 の 2まで の規定

は 、適 用し ない。  

( 1 )  地 方 税 の 犯 則 事 件 に 関 す る 法 令

(他 の 法 令 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含

む 。 )          に 基 づ い て 徴 税 吏 員

(他 の 法 令 の 規 定 に 基 づ い て 当 該 職 員

の 職 務 を 行 う 者 を 含 む 。 )が す る 処 分

及 び行 政指 導  

( 1 )  地 方 税 の 犯 則 事 件 に 関 す る 法 令

(他 の 法 令 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含

む 。 )又 は 条 例 等 に 基 づ い て 徴 税 吏 員

(他 の 法 令 の 規 定 に 基 づ い て 当 該 職 員

の 職 務 を 行 う 者 を 含 む 。 )が す る 処 分

及 び行 政指 導  

(2)～ (4) （ 略）  (2)～ (4) （ 略）  

(5) 相 反 す る 利 害 を 有 す る 者 の 間 の 利

害 の 調 整 を 目 的 と し て 法 令 又 は 条 例

等 の 規 定 に 基 づ い て さ れ る 裁 定 そ の

他 の 処 分 (そ の 双 方 を 名 あ て 人 と す る

も のに 限る 。 )及び 行政 指導  

(5) 相 反 す る 利 害 を 有 す る 者 の 間 の 利

害 の 調 整 を 目 的 と し て 法 令 又 は 条 例

等 の 規 定 に 基 づ い て さ れ る 裁 定 そ の

他 の 処 分 (そ の 双 方 を 名 宛 人   と す る

も のに 限る 。 )及び 行政 指導  

(6) 公 衆 衛 生 、 環 境 保 全 、 防 疫 、 保 安

そ の 他 の 公 益 に か か わ る 事 象 が 発 生

し 、又は 発生 する可能 性の ある 現場に

お いて、これ らの公益 を確 保す るため

に 行 使 す べ き 権 限 を 法 律 又 は 条 例 に

お い て 直 接 に 与 え ら れ た 職 員 に よ つ

て され る処 分及び 行政 指導  

(6) 公 衆 衛 生 、 環 境 保 全 、 防 疫 、 保 安

そ の 他 の 公 益 に 関 わ る   事 象 が 発 生

し 、又は 発生 する可能 性の ある 現場に

お いて、これ らの公益 を確 保す るため

に 行 使 す べ き 権 限 を 法 律 又 は 条 例 に

お い て 直 接 に 与 え ら れ た 職 員 に よ つ

て され る処 分及び 行政 指導  

(7)～ (9) （ 略）  (7)～ (9) （ 略）  

～ 略～  ～ 略～  

(不 利 益 処 分 を し よ う と す る 場 合 の 手

続 ) 

(不 利 益 処 分 を し よ う と す る 場 合 の 手

続 ) 

第 1 2条  町 長 等 は 、 不 利 益 処 分 を し よ う

と す る 場 合 に は 、 次 の 各 号 の 区 分 に 従

い 、この章 の定 めると ころ によ り、当該

不 利 益 処 分 の 名 あ て 人 と な る べ き 者 に

つ いて、当該 各号に 定め る意 見陳 述のた

め の手 続を 執らな けれ ばな らな い。  

第 12条  町 長 等 は 、 不 利 益 処 分 を し よ う

と す る 場 合 に は 、 次 の 各 号 の 区 分 に 従

い 、この章 の定 めると ころ によ り、当該

不 利 益 処 分 の 名 宛 人   と な る べ き 者 に

つ いて、当該 各号に 定め る意 見陳 述のた

め の手 続を 執らな けれ ばな らな い。  
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( 1 ) 次 の い ず れ か に 該 当 す る と き  聴

聞  

(1) 次 の い ず れ か に 該 当 す る と き  聴

聞  

ア  許 認 可 等 を 取 り 消 す 不 利 益 処 分

を しよ うと すると き。  

ア  許 認 可 等 を 取 り 消 す 不 利 益 処 分

を しよ うと すると き。  

イ  ア に規 定する もの のほ か、名 あて

人 の 資 格 又 は 地 位 を 直 接 に は く 奪 す

る 不利 益処 分をし よう とす ると き。  

イ  ア に規 定する もの のほ か、名 宛人

  の 資 格 又 は 地 位 を 直 接 に は く 奪 す

る 不利 益処 分をし よう とす ると き。  

ウ  ア 及 び イ に 掲 げ る 場 合 以 外 の 場

合 で あ つ て 町 長 等 が 相 当 と 認 め る と

き 。  

ウ  ア 及 び イ に 掲 げ る 場 合 以 外 の 場

合 で あ つ て 町 長 等 が 相 当 と 認 め る と

き 。  

(2) （ 略 ）  (2) （ 略 ）  

2  次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る と き

は 、前 項の 規定は 、適 用し ない 。  

2  次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る と き

は 、前 項の 規定は 、適 用し ない 。  

(1)～ (4) （ 略）  (1)～ (4) （ 略）  

(5) 当 該 不 利 益 処 分 の 性 質 上 、 そ れ に

よ つ て 課 さ れ る 義 務 の 内 容 が 著 し く

軽 微 な も の で あ る た め 名 あ て 人 と な

る べ き 者 の 意 見 を あ ら か じ め 聴 く こ

と を 要 し な い も の と し て 規 則 で 定 め

る 処分 をし ようと する とき 。  

(5) 当 該 不 利 益 処 分 の 性 質 上 、 そ れ に

よ つ て 課 さ れ る 義 務 の 内 容 が 著 し く

軽 微 な も の で あ る た め 名 宛 人   と な

る べ き 者 の 意 見 を あ ら か じ め 聴 く こ

と を 要 し な い も の と し て 規 則 で 定 め

る 処分 をし ようと する とき 。  

(不 利益処 分の 理由 の提 示 ) (不 利益処 分の 理由 の提 示 ) 

第 1 3条  町 長 等 は 、 不 利 益 処 分 を す る 場

合 には 、そ の 名あ て人 に対 し、 同時に、

当 該 不 利 益 処 分 の 理 由 を 示 さ な け れ ば

な らな い。ただ し、当該 理由 を示 さない

で 処 分 を す べ き 差 し 迫 つ た 必 要 が あ る

場 合は 、こ の限り でな い。  

第 13条  町 長 等 は 、 不 利 益 処 分 を す る 場

合 には 、そ の 名宛 人   に 対し、 同時 に、

当 該 不 利 益 処 分 の 理 由 を 示 さ な け れ ば

な らな い。ただ し、当該 理由 を示 さない

で 処 分 を す べ き 差 し 迫 つ た 必 要 が あ る

場 合は 、こ の限り でな い。  

2 町長等 は、前項 ただ し書 の場 合にお い

て は、当 該 名 あて人 の所 在が 判明 しなく

な つ た と き そ の 他 処 分 後 に お い て 理 由

を 示 す こ と が 困 難 な 事 情 が あ る と き を

除 き 、処分 後相 当の期 間内 に、同項 の理

由 を示 さな ければ なら ない 。  

2 町長等 は、前項 ただ し書 の場 合にお い

て は、当 該 名 宛人   の所 在が 判明 しなく

な つ た と き そ の 他 処 分 後 に お い て 理 由

を 示 す こ と が 困 難 な 事 情 が あ る と き を

除 き 、処分 後相 当の期 間内 に、同項 の理

由 を示 さな ければ なら ない 。  

3 （略）  3 （略）  

(聴 聞の通 知の 方式 ) (聴 聞の通 知の 方式 ) 

第 14条  （ 略）  第 14条  （ 略）  

2 （略）  2 （略）  

3 町長等 は、不利 益処 分の 名あ て人 と な

る べ き 者 の 所 在 が 判 明 し な い 場 合 に お

い て は 、 第 1項 の 規 定 に よ る 通 知 を 、 そ

3 町長等 は、不 利 益処 分の 名宛 人   と な

る べ き 者 の 所 在 が 判 明 し な い 場 合 に お

い て は 、 第 1項 の 規 定 に よ る 通 知 を 、 そ



4 
 

の 者の 氏名、同項第 3号 及び 第 4号に 掲げ

る 事 項 並 び に 当 該 町 長 等 が 同 項 各 号 に

掲 げ る 事 項 を 記 載 し た 書 面 を い つ で も

そ の 者 に 交 付 す る 旨 を 当 該 町 長 等 の 事

務 所 の 掲 示 場 に 掲 示 す る こ と に よ つ て

行 う こ と が で き る 。 こ の 場 合 に お い て

は 、 掲 示 を 始 め た 日 か ら 2週 間 を 経 過 し

た とき に、当 該通知 がそ の者 に到 達した

も のと みな す。  

の 者の 氏名、同項第 3号 及び 第 4号に 掲げ

る 事 項 並 び に 当 該 町 長 等 が 同 項 各 号 に

掲 げ る 事 項 を 記 載 し た 書 面 を い つ で も

そ の 者 に 交 付 す る 旨 を 当 該 町 長 等 の 事

務 所 の 掲 示 場 に 掲 示 す る こ と に よ つ て

行 う こ と が で き る 。 こ の 場 合 に お い て

は 、 掲 示 を 始 め た 日 か ら 2週 間 を 経 過 し

た とき に、当 該通知 がそ の者 に到 達した

も のと みな す。  

～ 略～  ～ 略～  

(続 行期日 の指 定 ) (続 行期日 の指 定 ) 

第 21条  （ 略）  第 21条  （ 略）  

2 （略）  2 （略）  

3 第 1 4条 第 3項 の 規 定 は 、 前 項 本 文 の 場

合 にお いて、当事者 又は 参加 人の 所在が

判 明 し な い と き に お け る 通 知 の 方 法 に

つ いて 準用 する 。この 場合 にお いて 、同

条 第 3項 中 「 不 利 益 処 分 の 名 あ て 人 と な

る べき 者」とあ るのは「 当事者 又は 参加

人 」 と 、 「 掲 示 を 始 め た 日 か ら 2週 間 を

経 過し たと き」とある のは「掲 示を 始め

た 日 か ら 2週 間 を 経 過 し た と き (同 一 の

当 事 者 又 は 参 加 人 に 対 す る 2回 目 以 降 の

通 知 に あ つ て は 、 掲 示 を 始 め た 日 の 翌

日 )」と読 み替 える もの とす る。  

3 第 1 4条 第 3項 の 規 定 は 、 前 項 本 文 の 場

合 にお いて、当事者 又は 参加 人の 所在が

判 明 し な い と き に お け る 通 知 の 方 法 に

つ いて 準用 する 。この 場合 にお いて 、同

条 第 3項 中 「 不 利 益 処 分 の 名 宛 人   と な

る べき 者」とあ るのは「 当事者 又は 参加

人 」 と 、 「 掲 示 を 始 め た 日 か ら 2週 間 を

経 過し たと き」とある のは「掲 示を 始め

た 日 か ら 2週 間 を 経 過 し た と き (同 一 の

当 事 者 又 は 参 加 人 に 対 す る 2回 目 以 降 の

通 知 に あ つ て は 、 掲 示 を 始 め た 日 の 翌

日 )」と読 み替 える もの とす る。  

～ 略～  ～ 略～  

(弁 明の機 会の 付与 の通 知の 方式 ) (弁 明の機 会の 付与 の通 知の 方式 ) 

第 27条  町 長等は 、弁 明書 の提 出期限 (口

頭 に よ る 弁 明 の 機 会 の 付 与 を 行 う 場 合

に は 、 そ の 日 時 )ま で に 相 当 な 期 間 を お

い て、不 利益 処分の 名あ て人 とな るべき

者 に対 し、次 に掲げ る事 項を 書面 により

通 知し なけ ればな らな い。  

第 27条  町 長等は 、弁 明書 の提 出期限 (口

頭 に よ る 弁 明 の 機 会 の 付 与 を 行 う 場 合

に は 、 そ の 日 時 )ま で に 相 当 な 期 間 を お

い て、不 利益 処分の 名宛 人   とな るべき

者 に対 し、次 に掲げ る事 項を 書面 により

通 知し なけ ればな らな い。  

(1)～ (3) （ 略）  (1)～ (3) （ 略）  

～ 略～  ～ 略～  

(行 政指導 の方 式 ) (行 政指導 の方 式 ) 

第 32条  （ 略）  第 32条  （ 略）  

（ 加え る ）  2 行政指 導に 携わ る者 は、当該 行政 指導

を する 際に、町の機 関が 許認 可等 をする

権 限 又 は 許 認 可 等 に 基 づ く 処 分 を す る
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権 限を 行使 し得る 旨を 示す とき は、その

相 手方 に対 して、次 に掲 げる 事項 を示さ

な けれ ばな らない 。  

(1) 当 該 権 限 を 行 使 し 得 る 根 拠 と な る

法 令又 は条 例等の 条項  

(2) 前 号 の条 項に 規定 する 要件  

(3) 当 該 権 限 の 行 使 が 前 号 の 要 件 に 適

合 する 理由  

2  行 政 指 導 が 口 頭 で さ れ た 場 合 に お い

て 、 そ の 相 手 方 か ら 前 項  に 規 定 す る 事

項 を 記 載 し た 書 面 の 交 付 を 求 め ら れ た

と きは 、当 該行 政指導 に携 わる 者は 、行

政 上特 別の 支障が ない 限り、こ れ を交付

し なけ れば ならな い。  

3  行 政 指 導 が 口 頭 で さ れ た 場 合 に お い

て 、 そ の 相 手 方 か ら 前 2項 に 規 定 す る 事

項 を 記 載 し た 書 面 の 交 付 を 求 め ら れ た

と きは 、当 該行 政指導 に携 わる 者は 、行

政 上特 別の 支障が ない 限り、これ を交付

し なけ れば ならな い。  

3 （略）  4 （略）  

～ 略～  ～ 略～  

（ 加え る ）  (行 政指導 の中 止等 の求 め ) 

第 3 3条 の 2  法 令 又 は 条 例 等 に 違 反 す る

行 為 の 是 正 を 求 め る 行 政 指 導 (そ の 根 拠

と な る 規 定 が 法 律 又 は 条 例 に 置 か れ て

い る も の に 限 る 。 )の 相 手 方 は 、 当 該 行

政 指 導 が 当 該 法 律 又 は 条 例 に 規 定 す る

要 件に 適合 しない と 思 料す ると きは、当

該 行政 指導 をした 町の 機関 に対 し、その

旨 を申 し出 て、当該 行政 指導 の中 止その

他 必 要 な 措 置 を と る こ と を 求 め る こ と

が でき る。ただ し、当該 行政 指導 がその

相 手 方 に つ い て 弁 明 そ の 他 意 見 陳 述 の

た め の 手 続 を 経 て さ れ た も の で あ る と

き は、 この 限りで ない 。  

2 前項の 申出 は、次に 掲げ る事 項を記 載

し た 申 出 書 を 提 出 し て し な け れ ば な ら

な い。  

(1) 申 出 を す る 者 の 氏 名 又 は 名 称 及 び

住 所又 は居 所  

(2) 当 該 行政 指導 の内 容  

(3) 当 該 行 政 指 導 が そ の 根 拠 と す る 法

律 又は 条例 の条項  

(4) 前 号 の条 項に 規定 する 要件  

(5) 当 該 行 政 指 導 が 前 号 の 要 件 に 適 合

し ない と思 料する 理由  

(6) そ の 他参 考と なる 事項  
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3  当 該 町 の 機 関 は 、 第 1項 の 規 定 に よ る

申 出 が あ っ た と き は 、 必 要 な 調 査 を 行

い、当該 行政 指導が 当該 法律 又 は 条例に

規 定 す る 要 件 に 適 合 し な い と 認 め る と

き は、当 該行 政指導 の中 止そ の他 必要な

措 置を とら なけれ ばな らな い。  

～ 略～  ～ 略～  

（ 加え る ）  第 4章の 2 処分等 の求 め  

第 35条 の 2 何 人も 、法 令 又 は 条 例等に 違

反 する 事実 がある 場合 にお いて、その是

正 の た め に さ れ る べ き 処 分 又 は 行 政 指

導 (そ の 根 拠 と な る 規 定 が 法 律 又 は 条 例

に 置 か れ て い る も の に 限 る 。 )が さ れ て

い ない と思 料する とき は、当 該処 分をす

る 権 限 を 有 す る 町 長 等 又 は 当 該 行 政 指

導 をす る権 限を有 する 町の 機関 に対し、

そ の旨 を申 し出て、当該 処分 又は 行政指

導 をす るこ とを求 める こと がで きる。  

2 前項の 申出 は、次に 掲げ る事 項を記 載

し た 申 出 書 を 提 出 し て し な け れ ば な ら

な い。  

(1) 申 出 を す る 者 の 氏 名 又 は 名 称 及 び

住 所又 は居 所  

(2) 法 令 又 は 条 例 等 に 違 反 す る 事 実 の

内 容  

(3) 当 該 処分 又は 行政 指導 の内 容  

(4) 当 該 処 分 又 は 行 政 指 導 の 根 拠 と な

る 法令 又は 条例等 の条 項  

(5) 当 該 処 分 又 は 行 政 指 導 が さ れ る べ

き であ ると 思料す る理 由  

(6) そ の 他参 考と なる 事項  

3 当 該 町 長 等 又 は 町 の 機 関 は 、 第 1項 の

規 定に よる 申出が あっ たと きは、必要な

調 査を 行い、その結 果に 基づ き必 要があ

る と認 める ときは、当該 処分 又は 行政指

導 をし なけ ればな らな い。  

～ 略～  ～ 略～  

 附  則  

  (施 行期 日 ) 

 1 こ の条 例は 、平 成 27年 4月 1日 から施 行

す る  
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 (寒 川町町 税条 例の 一部 改正 ) 

 2 寒 川町 町税 条例 (昭 和 60年寒 川町条 例

第 16号 )の 一部 を次 のよ うに 改正 する。  

 第 3条の 2第 2項 中「 第 32条第 3項 」を 「第

32条第 4項 」に、「第 32条第 2項 」を「 第 32

条 第 3項」 に改 める 。  

 

 

(附 則第 2項 関係 )寒 川町 町税 条例 新旧対 照表  

現 行  改 正案  

～ 略～  ～ 略～  

(寒 川町行 政手 続条 例の 適用 除外 ) (寒 川町行 政手 続条 例の 適用 除外 ) 

第 3条の 2 （略）  第 3条の 2 （略）  

2 寒 川 町 行 政 手 続 条 例 第 3条 又 は 第 32条

第 3項 に 定 め る も の の ほ か 、 徴 収 金 を 納

付 し、又 は納 入する 義務 の適 正な 実現を

図 る た め に 行 わ れ る 行 政 指 導 (同 条 例 第

2条 第 8項 に 規 定 す る 行 政 指 導 を い う 。 )

に つい ては、同条例 第 32条第 2項 及び 第 3

3条 の規定 は、 適用 しな い。  

2 寒 川 町 行 政 手 続 条 例 第 3条 又 は 第 32条

第 4項 に 定 め る も の の ほ か 、 徴 収 金 を 納

付 し、又 は納 入する 義務 の適 正な 実現を

図 る た め に 行 わ れ る 行 政 指 導 (同 条 例 第

2条 第 8項 に 規 定 す る 行 政 指 導 を い う 。 )

に つい ては、同条例 第 32条第 3項 及び 第 3

3条 の規定 は、 適用 しな い。  

～ 略～  ～ 略～  

 

 


